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X09b 宇宙流体力学専用計算機の開発
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我々国立天文台のグループでは、ＳＰＨ法による宇宙流体力学専用計算機を開発している。
ＳＰＨ法は粒子法にもとづく流体力学の数値解法の一つで、天文学では幅広い分野に応用されている汎用性の高い計算法
である。
我々の宇宙流体力学専用計算機は通常のＳＰＨ法と、それに加えて、ＳＰＨ法を衝撃波を精度良く計算可能なように拡張
した計算法であるＧＰＨ法との２種類の計算法を実現可能である。
既に専用計算機チップは完成し、専用計算機ボードの開発も最終段階を迎えチップを専用計算機ボードに搭載しての最終
試験が現在進行中で、学会発表時までには専用計算機ハードウェアーシステム全体が完成している予定である。
システム全体での計算速度は最高でおよそ２ GFlops相当になる見込みである。
今回の学会では、専用計算機ハードウェアーをホストワークステーションからドライブするためのソフトウェアーシステ
ムの構成（サブルーチンセット）について、インターフェイスの拡張ＳＣＳＩプロトコルとの関係に注意しながら、実際に
ユーザーはどのように専用計算機ハードウェアーを使用できるのかという観点から報告する予定である。


